
200６年７月号                                                                  6 

＜晩云議囂冱簡祉＞	-	 ｢鈍櫓｣	-	

	

歪匚議爺腎,描妨彭俯謹佛佛｡争蛙 1 泣恣嘔壓爺

競現除嬬心欺肺恙議匯吉佛岶溺佛｢岶溺佛

(ORIHIMEBOSHI),岶下嬬返議溺頃徨｣才勒恙議韮釘佛｢

韮釘佛(HIKOBOSHI),旅釘議弌誌徨｣,送勧彭鈍櫓勧傍｡

岶溺才韮釘佛參念脅頁嬬孤議繁,徽頁麿断潤脂

朔,岶溺音岶下阻,韮釘佛匆音枯釘阻,侭參侯彭爺采委

麿断蛍蝕阻｡徽匯定匯肝、軸噐 7 埖 7 晩議鈍櫓宸爺,	峪

塋俯麿断泳緩需中｡	

壓晩云嗤:繁断匯円畷箔麿断曾倖繁嬬峠芦仇局狛

爺采遇嬬需欺中,匯円壓｢海訳崕(TANZAKU)｣貧亟徭失

議垳李,遇委万廾蔑壓弌幢貧議､鈍櫓議｢弌幢廾蔑｣議

欠没楼降｡	

	

	

 

＜日本のことば＞ －「七夕（たなばた）」－ 
 

 夏の夜空にはたくさんの星が輝いています。午前１時頃

に天頂付近に観ることができること座の１等星ベガ（「織

姫星（おりひめぼし）」、機織りの上手な娘）と、わし座

のアルタイル（「彦星（ひこぼし）」、牛飼いの若者）に

は、七夕伝説があります。 

  〃織姫も夏彦も働き者でしたが結婚をして、織姫は 

機を織らなくなり、夏彦は牛を追わなくなったた 

め、『天の川』を隔てて引き離されてしまいまし 

た。しかし、年に一度、７月７日の七夕の日だけ 

は逢うことが許されました。〃 

 二人が無事に天の川を渡って逢うことができるようにと

願いながら、日本では「短冊（たんざく）」に自分の願い

事も書いて、笹竹に飾る七夕の「笹飾り」の風習がありま

す。 

 

 
 

 

 


